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真
夏
の
暑
い
盛
り
に
エ
ダ
マ
メ
で
ビ

ー
ル
、
と
い
う
の
は
昔
か
ら
の
お
約

束
。
し
か
る
に
栽
培
場
所
を
選
び
品
種

を
選
ん
で
春
の
早
い
時
期
か
ら
秋
の
遅

い
時
期
ま
で
店
頭
に
並
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
今
、
そ
の
時
期
の
エ
ダ
マ
メ
は
肝
心

の
高
温
期
に
暑
さ
の
せ
い
で
着

ち
ゃ
っ
き
ょ
う
莢
が
悪

く
、
収
量
が
上
が
ら
な
い
と
い
う
頭
の

痛
い
話
を
あ
ち
こ
ち
で
耳
に
す
る
。
今

回
ご
紹
介
す
る
「
青あ

お
ま
つ
り祭」
は
、
夜
温
が

高
い
暑
い
時
期
に
も
不ふ

稔ね
ん

発
生
が
少
な

く
収
量
は
安
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
着

莢
は
良
く
、
い
う
な
れ
ば
多
収
性
の
中

早
生
の
青
豆
系
エ
ダ
マ
メ
で
あ
る
。

　
青
豆
系
の
特
性
と
し

て
、
莢さ

や

の
色
も
き
れ
い

な
濃
緑
色
な
の
で
、
店

頭
に
並
ん
だ
時
に
新
鮮

さ
が
極
ま
り
見
栄
え
が

良
い
。
か
つ
退
色
が
遅

い
の
で
収
穫
適
期
も
長

い
。
安
定
し
た
収
量
が

上
が
り
収
穫
期
も
長
い

と
な
れ
ば
、
農
家
的
に

は
あ
り
が
た
い
以
外
の

何
物
で
も
な
い
。
味

は
、
少
し
長
め
に
ゆ
で

る
と
よ
り
甘
味
成
分
が

高
く
な
る
。
青
豆
系
の

味
の
基
本
は
癖
の
な
い

さ
っ
ぱ
り
し
た
と
こ
ろ

が
特
徴
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
新
鮮
な
甘

み
が
加
わ
っ
た
と
い
え
ば
よ
い
だ
ろ
う

か
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
品
種
は
着
莢
位
置
が

高
い
。
機
械
収
穫
に
適
し
て
い
る
と
い

え
よ
う
。
た
だ
草
丈
が
高
く
倒
伏
の
恐

れ
が
あ
る
の
で
、
株
間
は
広
く
と
る
よ

う
に
し
密
植
は
避
け
た
い
。
在
圃
性
に

優
れ
て
お
り
、
あ
る
程
度
出
荷
時
期
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
効
く
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
エ
ダ
マ
メ
、
特
に
青

豆
系
は
品
種
に
よ
っ
て
特
質
が
大
き
く

異
な
る
の
で
、
品
種
の
選
定
が
収
益
性

に
結
び
つ
き
や
す
い
。
自
分
の
望
む
出

荷
時
期
、
圃
場
の
状
態
、
風
土
の
地
域

性
な
ど
を
十
分
考
慮
し
、
適
切
な
選
定

を
心
掛
け
た
い
。

　
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
雪
印
種
苗
株
式

会
社
（
〒
２
６
１
―

０
０
０
２　
千
葉

市
美
浜
区
新
港
７
番
地
１　
☎
０
４
３

・
２
４
１
・
７
７
３
２　
フ
ァ
ク
ス
０

４
３
・
２
３
８
・
１
３
８
２
）

　
（
阿
比
留　

み
ど
里
・
㈱
ヒ
ュ
ー
マ

ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
代
表
取
締

役
）

5 土効の制御に向けて

理論的には可能だが……

代
表
格
が
収
穫
後
の
稲
わ
ら
だ

が
、
根
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
（
㋑
）
。

　
微
生
物
が
有
機
物
を
分
解
す
る

能
力
は
気
温
に
比
例
す
る
。
移
植

か
ら
出
穂
に
か
け
て
の
急
激
な
気

温
上
昇
に
よ
り
有
機
物
も
急
激
に

分
解
す
る
（
㋒
）
。
土
壌
有
機
物

も
分
解
さ
れ
（
㋓
）
、
ア
ン
モ
ニ

ア
態
窒
素
が
水
稲
に
吸
収
さ
れ

る
。

　
投
入
さ
れ
た
有
機
物
が
収
穫
ま

で
に
（
㋒
）
と
（
㋓
）
を
経
て
水

稲
に
吸
収
さ
れ
る
か
は
条
件
次
第

で
あ
る
。
即
効
性
と
い
わ
れ
る
資

材
で
も
、
土
壌
有
機
物
と
し
て
蓄

積
す
る
だ
け
の
場
合
が
多
い
。
こ

の
間
に
湛た

ん

水す
い

す
る
と
低
酸
素
で
も

活
動
で
き
る
微
生
物
が
（
㋒
）
を

　
連
載
第
４
回
で
は
、
土
壌
有
機

物
が
土
効
（
筆
者
の
造
語
で
土
壌

の
効
果
）
の
実
態
で
あ
り
、
微
生

物
が
土
効
を
作
り
出
す
主
役
で
あ

る
こ
と
を
解
説
し
た
。
最
終
回
で

は
土
効
制
御
を
基
盤
と
す
る
技
術

体
系
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
た

い
。

　
〈
土
効
を
制
御
で
き
る
の
か
？
〉

　
土
効
を
制
御
す
る
に
は
微
生
物

を
制
御
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
果
た
し
て
目
に
見
え
な
い
生

物
を
意
の
ま
ま
に
制
御
で
き
る
の

か
？

　
最
も
効
果
的
な
制
御
方
法
は
微

生
物
の
餌
と
な
る
有
機
肥
料
の
投

入
で
あ
ろ
う
（
㋐
）
。
可
給
態
窒

素
で
土
効
を
把
握
し
投
入
量
を
算

出
で
き
る
と
良
い
。
植
物
遺
体
の

水
稲
の
無
施
肥
試
験
で
知
る

　
　
　
　
土
効

田
ん
ぼ
の
土
効
土
効

と
硝
酸
態
窒
素
は
水
に
溶
け
て
下

方
へ
浸
透
す
る
。
そ
の
一
部
は
地

下
へ
流
出
し
（
㋖
）
、
他
は
微
生

物
の
作
用
で
大
気
へ
放
出
さ
れ
る

（
㋗
）
。
湛
水
と
中
干
し
で
微
生

物
の
制
御
が
可
能
で
あ
る
も
の

の
、
好
悪
両
面
の
効
果
を
持
ち
、

厄
介
で
あ
る
。

　
〈
ま
だ
ま
だ
研
究
は
続
く
〉

　
前
出
の
問
い
に
対
す
る
答
え
と

は
「
イ
エ
ス
だ
が
、
さ
じ
加
減
が

非
常
に
難
し
い
」
と
い
っ
た
と
こ

ろ
か
。
現
時
点
で
は
、
こ
こ
に
示

し
た
理
論
を
実
践
し
試
行
錯
誤
を

重
ね
て
経
験
値
を
上
げ
て
い
く
し

か
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
ぼ
ん

や
り
し
た
締
め
く
く
り
で
恐
縮

だ
。
こ
れ
に
懲
り
ず
、
筆
者
を
含

め
た
農
学
者
た
ち
の
さ
ら
な
る
研

究
成
果
を
待
た
れ
た
い
。

　
（
関
谷　

信
人
＝
三
重
大
学
生

物
資
源
学
研
究
科
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
お
わ
り

っ
て
ア
ン
モ
ニ
ア
態
窒
素
を
硝
酸

態
窒
素
ま
で
変
化
さ
せ
る
微
生
物

を
活
発
に
し
（
㋔
、
㋕
）
、
チ
ッ

素
損
失
を
促
進
し
て
し
ま
う
。
湛

水
で
そ
れ
を
抑
制
し
よ
う
と
す
る

担
う
。
中
干
し
す
る
と
酸
素
を
使

う
微
生
物
も
（
㋒
）
を
担
う
た

め
、
全
体
と
し
て
土
壌
有
機
物
量

が
増
加
す
る
。

　
一
方
で
、
中
干
し
は
酸
素
を
使

優
れ
る
在
圃
性

着
莢
が
良
く
多
収

エ
ダ
マ
メ「
青
祭
」

新
製
品
紹
介

新
製
品
紹
介

草刈機
「ブルモアー ＺＨＲ800」

㈱オーレック

　
飼
料
用
米
の
専
用
品
種
「
北
陸
１
９
３
号
」
１
・
3４
㌶
を

栽
培
す
る
栃
木
県
芳
賀
町
の
増
渕
文
明
さ
ん（
７４
）は
、
２
０

２
１
年
産
で
１０
㌃
当
た
り
収
量
が
地
域
平
均
よ
り
約
３
０
０

㌔
多
い
８
７
１
㌔
を
確
保
し
た
。
「
専
用
品
種
だ
か
ら
多
収

と
も
限
ら
な
い
。
収
量
確
保
に
は
、
天
候
と
基
礎
的
な
管
理

の
要
素
が
大
き
い
」
と
説
明
す
る
。
毎
日
の
圃
場
観
察
に
よ

る
丁
寧
な
水
管
理
と
追
肥
で
生
育
を
確
保
。
収
穫
後
は
春
作

業
も
含
め
て
計
５
～
７
回
の
耕
起
で
稲
わ
ら
を
十
分
に
す
き

込
ん
で
、
腐
熟
を
促
進
し
、
土
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
。

ー
ザ
ー
レ
ベ
ラ
ー
を
借
り
て
５０

㌃
区
画
へ
の
合
筆
も
し
て
い

る
。水

田
内
の
作
業
減
ら
す

　
田
植
え
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
と

同
じ
く
５
月
上
旬
で
坪
５０
～
６０

株
を
移
植
す
る
。
基
肥
は
、
多

収
品
種
専
用
一
発
肥
料
「
Ｂ
Ｂ

飼
料
用
米
２
１
１
」
（
２０
―

１０

―

１０
）
を
１０
㌃
当
た
り
５０
㌔
、

ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
タ
ー
で
全
層

に
施
肥
す
る
。

　
「
大
規
模
向
け
で
は
基
肥
一

発
肥
料
も
あ
る
が
、
経
験
上
、

量
を
取
る
に
は
追
肥
が
必
要
」

と
増
渕
さ
ん
。
追
肥
は
８
月
上

旬
以
降
に
施
用
。
輸
入
尿
素

「
窒
素
４６
」
（
チ
ッ
素
４６
％
）

を
１０
㌃
当
た
り
３
㌔
前
後
を
使

う
。
動
力
散
布
機
の
ノ
ズ
ル
に

市
販
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
パ
イ

プ
を
つ
な
げ
て
長
さ
１
８
０
㌢

に
延
長
し
、
水
田
に
入
ら
ず
畦け

い

畔は
ん

か
ら
施
肥
す
る
。
肥
料
が
う

ま
く
飛
ぶ
よ
う
先
端
に
向
か
っ

て
径
を
細
く
す
る
な
ど
工
夫
し

た
。

　
１
回
目
の
追
肥
後
、
生
育
に

応
じ
て
葉
色
む
ら
な
ど
の
部
分

に
輸
入
尿
素
１
～
２
㌔
を
追
加

す
る
。
予
報
で
８
月
の
気
温
が

低
け
れ
ば
追
肥
を
控
え
る
な
ど

天
候
に
応
じ
て
判
断
す
る
。

　
田
植
え
後
１０
日
以
内
に
初
期

除
草
剤
、
２
～
３
週
間
後
の
中

後
期
除
草
剤
を
散
布
。
６
月
末

か
ら
７
月
に
入
水
を
１
週
間
お

き
に
し
て
、
間
断
灌か

ん

水す
い

を
行

う
。
７
月
下
旬
か
ら
出
穂
の
８

月
上
旬
ご
ろ
ま
で
中
干
し
し
、

地
表
面
が
割
れ
る
ほ
ど
乾
燥
さ

せ
る
。
「
水
管
理
は
基
本
を
守

っ
て
、
稲
の
生
育
を
見
な
が
ら

水
田
ご
と
に
調
整
し
て
い
る
」

と
話
す
。
節
間
長
が
長
け
れ
ば

中
干
し
を
長
く
取
っ
た
り
、
分

け
つ
が
多
け
れ
ば
断
水
の
時
期

を
早
め
た
り
と
対
応
し
て
い

る
。

　
北
陸
１
９
３
号
は
登
熟
期
間

が
長
く
、
収
穫
は
９
月
末
～
１０

月
ご
ろ
。
地
域
で
は
９
月
１
日

か
ら
入
水
で
き
な
く
な
る
が
、

８
月
後
半
か
ら
深
水
管
理
で
９

月
上
旬
ご
ろ
ま
で
水
が
残
る
よ

う
工
夫
す
る
。

　
北
陸
１
９
３
号
は
稲
わ
ら
の

量
も
多
く
、
１０
㌃
当
た
り
４
５

０
㌔
以
上
あ
る
と
い
う
。
収
穫

後
は
、
所
有
す
る
２７
馬
力
ト
ラ

ク
タ
ー
で
、
ロ
ー
タ
リ
ー
耕
起

　
農
研
機
構
は
、
イ
チ
ゴ
の
収

穫
ピ
ー
ク
を
目
標
の
前
後
１
日

の
誤
差
で
制
御
で
き
る
技
術
を

開
発
し
た
。
過
去
の
環
境
を
再

現
し
た
人
工
気
象
室
内
で
、
収

穫
日
予
測
モ
デ
ル
に
基
づ
く
温

度
管
理
で
検
証
し
た
。
こ
れ
ま

で
天
候
に
影
響
さ
れ
て
い
た
収

穫
日
を
、
ク
リ
ス
マ
ス
な
ど
の

需
要
期
に
精
密
に
合
わ
せ
ら
れ

る
。
今
後
、
ハ
ウ
ス
な
ど
生
産

現
場
で
実
証
し
、
所
得
向
上
効

果
を
検
証
す
る
。

　
イ
チ
ゴ
の
生
育
把
握
に
は
、

同
機
構
が
２
０
２
２
年
５
月
に

発
表
し
た
生
育
セ
ン
シ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
を
利
用
。
果
実
の
撮
影

画
像
か
ら
、
開
花
日
と
果
実
温

度
を
自
動
計
測
す
る
。
さ
ら
に

研
究
で
は
、
開
花
以
降
の
発
育

ス
テ
ー
ジ
を
細
か
く
分
割
し
た

予
測
モ
デ
ル
を
開
発
。
果
実
の

ス
テ
ー
ジ
ご
と

に
異
な
る
温
度

の
影
響
を
反
映

し
、
収
穫
約
１

カ
月
前
の
開
花

時
点
か
ら
収
穫

日
を
予
測
で
き

る
こ
と
を
確
認

し
た
。

　
試
験
で
は
、

予
測
か
ら
、
収

穫
果
数
な
ど
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
し
、
目
標
出
荷
日
３
週
間

前
か
ら
週
２
回
の
頻
度
で
気
温

制
御
を
更
新
し
た
。
そ
の
結

果
、
最
大
１
週
間
程
度
ず
れ
る

と
見
込
ま
れ
た
収
穫
ピ
ー
ク
が

誤
差
１
日
に
補
正
さ
れ
た
。

　
市
場
出
荷
の
イ
チ
ゴ
は
年
末

年
始
に
高
値
で
取
引
さ
れ
、
特

に
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
用
途
の

需
要
が
高
ま
る
１２
月
１８
～
２４
日

は
、
前
週
に
比
べ
卸
売
数
量
が

１
・
3７
倍
、
販
売
単
価
は
１
・

４７
倍
に
増
加
す
る
。
同
機
構
で

は
、
収
穫
時
期
を
需
要
期
に
合

わ
せ
る
「
収
穫
時
期
調
整
シ
ス

テ
ム
（
ジ
ャ
ス
ト
イ
ン
タ
イ
ム

生
産
シ
ス
テ
ム
）
」
の
実
用
化

を
目
指
す
と
し
て
い
る
。

　
現
在
、
開
発
中
の
生
産
シ
ス

テ
ム
が
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
な
ど
で
も
実
行
可
能
か
検
証

を
進
め
て
い
る
。
２3
年
度
以

降
、
試
行
ア
プ
リ
の
開
発
や
導

入
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の
整

備
を
行
う
。

　
【
京
都
支
局
】
京
丹
後
市
の

藤
原
耕
平
さ
ん（
3０
）は
、
１
・

５
㌶
を
作
付
け
る
ダ
イ
コ
ン
を

主
軸
に
、
農
地
約
３
・
５
㌶
で

加
工
用
野
菜
を
栽
培
し
、
経
営

安
定
を
目
指
す
。

　
栽
培
品
種
は
「
夏
の
翼
」

「
秋
の
翼
」
「
秋
神
楽
」
「
冬

神
楽
」
の
４
種
類
で
、
８
月
中

旬
か
ら
９
月
中
旬
ま
で
７
期
に

分
け
て
播
種
す
る
。
「
初
期
の

灌か
ん

水す
い

と
防
除
が
大
切
」
と
話

し
、
発
芽
す
る
ま
で
の
約
２
日

間
の
灌
水
を
注
意
深
く
行
い
、

発
芽
の
均
一
化
を
欠
か
さ
な

い
。
追
肥
と
中
耕
を
経
て
、
１０

月
中
旬
か
ら
収
穫
が
始
ま
り
、

１
月
下
旬
ま
で
に
約
１０
万
本
を

Ｊ
Ａ
に
出
荷
す
る
。

　
土
づ
く
り
に
力
を
入
れ
、
毎

年
、
ソ
ル
ゴ
ー
や
エ
ン
バ
ク
な

ど
の
緑
肥
作
物
と
、
地
元
の
牧

場
か
ら
出
た
牛
ふ
ん
を
す
き
込

ん
で
い
る
。
播
種
前
に
は
マ
ル

チ
で
畑
を
覆
い
、
太
陽
熱
消
毒

を
実
践
。
「
品
質
と
収
量
の
向

上
を
第
一
に
、
将
来
的
に
は
規

模
拡
大
を
目
指
し
た
い
」
と
先

を
見
据
え
る
。

　
【
福
井
支
局
】
あ
わ
ら
市
赤

尾
で
水
稲
８０
㌶
、
小
麦
２０
㌶
、

ソ
バ
１７
㌶
な
ど
を
作
付
け
る
長

谷
川
農
園
株
式
会
社
は
、
県
内

で
は
生
産
者
が
少
な
い
超
強
力

小
麦
「
ゆ
め
ち
か
ら
」
の
本
格

生
産
に
２
０
２
３
年
産
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
。
代
表
・
長
谷

川
太だ

い

佑す
け

さ
ん（
４3
）は
「
需
要
を

見
極
め
な
が
ら
、
新
し
い
品
種

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と

話
す
。

　
ゆ
め
ち
か
ら
は
、
１２
年
に
北

海
道
で
育
成
さ
れ
た
秋
播
き
小

麦
。
製
パ
ン
し
た
際
の
も
っ
ち

り
し
た
食
感
が
特
徴
だ
。
土
壌

病
害
の
コ
ム
ギ
縞し

ま

萎
縮
病
に
強

い
性
質
が
あ
る
。
収
穫
が
６
月

下
旬
ご
ろ
で
、
田
植
え
作
業
が

６
月
上
旬
ま
で
あ
る
同
社
に
と

っ
て
、
全
体
の
作
業
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
余
裕
が
で
き
る
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。

　
２２
年
は
、
坂
井
農
林
総
合
事

務
所
の
協
力
を
得
て
、
６０
㌃
で

試
験
栽
培
を
実
施
。
大
麦
に
比

べ
、
防
除
や
施
肥
な
ど
の
栽
培

管
理
が
難
し
か
っ
た
も
の
の
、

生
育
・
収
量
と
も
に
良
好
な
結

果
だ
っ
た
た
め
、
本
格
的
な
生

産
に
踏
み
切
っ
た
。

を
年
内
の
早
い
時
期
に
２
～
３

回
、
春
に
３
～
４
回
行
う
。
深

さ
は
使
っ
て
い
る
ロ
ー
タ
リ
ー

で
最
大
の
１3
㌢
に
し
て
、
Ｐ
Ｔ

Ｏ
は
荒
起
こ
し
で
１
～
２
速
、

春
耕
起
は
４
速
程
度
に
設
定
す

る
。

　
輸
入
資
材
の
高
騰
の
影
響
が

大
き
く
、
肥
料
コ
ス
ト
が
２
割

増
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
増
渕

さ
ん
は
「
堆
肥
活
用
な
ど
低
コ

ス
ト
化
も
模
索
し
て
い
き
た

い
」
と
話
す
。
関
東
農
政
局
栃

木
県
拠
点
は
「
農
業
関
係
者
と

密
に
意
見
交
換
を
行
い
、
新
し

い
品
種
の
導
入
や
効
果
的
な
栽

培
方
法
を
実
践
し
て
い
る
」
と

評
価
す
る
。

飼料用米「北陸1９３号」観
察
を
重
点
に

２
～
３
回
の
秋
耕
起
を
終
え
た

土
壌
の
状
態
を
見
る
増
渕
さ
ん

動
力
散
布
機
の
ノ
ズ
ル
を
延

長
。
「
水
田
に
入
ら
ず
に
追

肥
で
き
る
」
と
増
渕
さ
ん

地
域
平
均
反
収
の
1.5
倍

　株式会社オーレックは、乗用型草刈
機「ブルモアー　ＺＨＲ8００」を発売
した。
　主な特徴は①高出力エンジンによ
り、ブルモアーシリーズの最高車速
（１時間当たり7.5㌔㍍）と従来の上
位機種に比べ作業効率が約２倍に上昇
②ゼロターン機能を搭載し、幅が狭い
場所でもよりスムーズな方向転換が可
能③接地面の長さが従来製品の1.5倍
のクローラーを採用し、軟弱地でも沈
むことなく走行できる――など。草刈
り中に危険を感じた場合は、作業者が
立ち乗りステップから降りるとエンジ
ンが自動停止する設定で安全性も高
い。メーカー希望小売価格（税込み）
は1４１万90００円。
　問い合わせ先＝株式会社オーレック
（〒83４ － 01９５　福岡県広川町日吉5４８
の２２　☎09４3·3２·50５７）

し
、
活
動
に
必
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
生
産
を
強
く
阻
害
す

る
。
畝
立
て
前
の
圃
場
準
備

段
階
で
圃
場
全
面
に
散
布
す

る
と
、
基
腐
病
菌
の
細
胞
分

裂
や
成
長
が
止
ま
り
、
土
壌

中
の
菌
密
度
の
低
下
に
つ
な

が
る
と
い
う
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
バ
イ
エ

ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
エ
ン
ス
お

客
様
相
談
室
（
☎
０
１
２
０

・
５
７
５
・
０
７
８
、
受
付

時
間
は
平
日
午
前
９
時
～
正

午
と
午
後
１
時
～
５
時
）
。

操
作
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
た
。
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗

車
す
る
こ
と
な
く
、
放
牧
地

の
草
刈
り
や
除
雪
な
ど
の
作

業
が
可
能
に
な
る
と
い
う
。

ま
た
、
技
術
実
証
と
し
て
、

１
基
の
基
地
局
シ
ス
テ
ム
で

複
数
の
エ
リ
ア
に
対
応
で
き

る
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
低
コ
ス

ー
カ
ル
５
Ｇ
の
活
用
に
よ

り
、
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー

の
作
業
領
域
の
様
子
を
４
Ｋ

高
精
細
映
像
と
し
て
伝
送

し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
遠
隔

　
シ
ャ
ー
プ
株
式
会
社
と
有

限
会
社
ビ
ッ
グ
レ
ッ
ド
フ
ァ

ー
ム
、
北
海
道
新
冠
町
、
東

芝
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
ズ
株

式
会
社
、
ヤ
ン
マ
ー
ア
グ
リ

株
式
会
社
な
ど
９
団
体
は
、

ビ
ッ
グ
レ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ム
明

和
（
北
海
道
新
冠
町
）
で
ロ

ー
カ
ル
５
Ｇ
を
活
用
し
た
放

牧
地
管
理
の
実
証
実
験
を
実

施
。
技
術
蓄
積
を
も
と
に
広

大
な
農
用
地
の
作
業
効
率
化

な
ど
を
図
っ
て
い
く
と
発
表

し
た
。

　
総
務
省
の
開
発
実
証
事
業

の
一
環
で
実
験
は
昨
年
１１
月

か
ら
今
年
２
月
に
か
け
約
３

カ
月
間
実
施
。
軽
種
馬
用
放

牧
地
の
管
理
作
業
省
人
化
の

課
題
実
証
で
は
、
特
定
エ
リ

ア
に
高
速
・
大
容
量
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
で
き
る
ロ

た
。

　
「
フ
リ
ン
ト
Rフ
ロ
ア
ブ

ル
２５
」
は
、
果
樹
や
茶
な
ど

の
各
種
病
害
に
優
れ
た
効
果

を
示
し
、
全
国
で
２０
年
以
上

実
績
が
あ
る
。
有
効
成
分
ト

リ
フ
ロ
キ
シ
ス
ト
ロ

ビ
ン
が
、
基
腐
病
菌

の
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア

電
子
伝
達
系
に
作
用

　
バ
イ
エ
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ

エ
ン
ス
株
式
会
社
は
、
総
合

防
除
殺
菌
剤
「
フ
リ
ン
ト
R

フ
ロ
ア
ブ
ル
２５
」
の
適
用
病

害
に
サ
ツ
マ
イ
モ
の
基
腐
病

が
追
加
さ
れ
た
と
発
表
し

適
用
病
害
に
サ
ツ
マ
イ
モ
の
基
腐
病
を
追
加

バ
イ
エ
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
エ
ン
ス
㈱

ト
で
柔
軟
な
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ

エ
リ
ア
の
構
築
な
ど
を
検
証

し
た
。

　
今
後
は
、
広
大
な
農
地
や

牧
草
地
で
の
効
率
的
な
作
業

の
実
施
や
高
精
細
映
像
伝
送

を
用
い
た
顧
客
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
な
ど
を
図
っ
て
い
く
予

定
だ
。

殺
菌
剤
「
フ
リ
ン
ト
Rフ
ロ
ア
ブ
ル
２５
」

放
牧
地
作
業
の
遠
隔
操
作
が
可
能
に

シ
ャ
ー
プ
㈱
な
ど

ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
を
活
用
し
た
実
証
実
験

ソ
ル
ゴ
ー
の
種
を
手
に
藤
原

さ
ん
。
毎
年
、
緑
肥
を
す
き

込
ん
で
い
る

圃
場
の
前
で
長
谷
川
さ
ん

図　開発した収穫日制御技術

生
育
に
応
じ
て
尿
素
追
肥

耕
起
重
ね
て
稲
わ
ら
腐
熟

機
な
ど
設
備
投
資
を
抑
え
る
。

北
陸
１
９
３
号
は
、
営
農
組
合

と
品
種
を
そ
ろ
え
る
た
め
に
導

入
し
た
。
収
量
は
、
例
年
８
０

０
㌔
台
を
維
持
し
て
い
る
。
過

去
に
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
で
６
０

０
㌔
以
上
収
穫
し
た
経
験
も
あ

り
、
「
飼
料
用
米
専
用
に
限
ら

ず
、
そ
の
人
、
そ
の
地
域
に
よ

っ
て
合
う
品
種

が
あ
る
」
と
話

す
。

　
春
か
ら
秋

は
、
朝
や
夕
方

に
、
稲
の
生
育

や
水
位
な
ど
を
観
察
す
る
の
が

日
課
だ
。
「
軌
道
修
正
で
き
る

生
育
初
期
の
う
ち
に
、
し
っ
か

り
稲
を
見
る
」
と
増
渕
さ
ん
。

水
田
は
、
自
宅
か
ら
歩
い
て
行

け
る
範
囲
に
５
枚
あ
る
。
地
域

で
は
２０
㌃
区
画
が
主
だ
が
、
レ

　
水
稲
は
、
育
苗
と
収
穫
は
地

元
の
営
農
組
合
へ
委
託
し
て
い

て
、
品
種
と
作
業
を
絞
り
、
農

栃木県芳賀町

増渕 文明さん

開花日 日平均気温

収穫ピークが目標出荷日に最も近い
気温制御値を、モデルが自動で決定

予測モデル

収
穫
量 無制御

予測日

気温制御
（２.4度加温）

　　１２/２１
（目標出荷日）

１２/２8

収
穫
日
を
誤
差
１
日
で
制
御

生
産
シ
ス
テ
ム
の
実
用
化
目
指
す

イ
チ
ゴ

京
都
府
・
藤
原
耕
平
さ
ん

初
期
の
灌
水
を
重
視

加
工
用
ダ
イ
コ
ン
な
ど

福
井
県
・
長
谷
川
農
園
㈱

需
要
拡
大
に
期
待

超
強
力
小
麦「
ゆ
め
ち
か
ら
」

図　土効制御に関わる要因

溶脱

脱
窒

①投入 ②分解 ③損失

㋑

㋐

㋒ ㋓

㋔

㋕

㋖

㋗

動
物
遺
体

土
壌
有
機
物

微
生
物

硝
酸
態
窒
素

亜
硝
酸
態
窒
素

微
生
物

微
生
物

ア
ン
モ
ニ
ア
態
窒
素

微生物

微
生
物

有
機
肥
料

植
物
遺
体


